
池
田
町 

人
口 

大
正
一
四
年 

 

一
三
、
一
八
〇
人 

昭
和
三
五
年 

 

一
六
、
七
三
一
人 

平
成
一
七
年 

 
 

八
、
一
九
一
人 

あ
き
あ
じ
音
頭 

一
、
来
た
よ
来
ま
し
た 

か
ぞ
え
て
四
年 

ヨ 

生
ま
れ
故
郷
の 

十
勝
川 

鮭
は
海
か
ら 

ス
ス
イ
ト
ネ 

海
か
ら
帰
っ
た 

ど
ん
と
き
た 

ソ
レ 

手
拍
子
そ
ろ
え
て 

ヤ
レ
コ
ノ
ド
ッ
コ
イ 

あ
き
あ
じ
祭
り
だ 

エ
ン
ヤ
サ
ヨ
イ
ヨ
イ 

二
、
告
げ
に
来
た
か
よ 

十
勝
の
秋
を 

ヨ 

フ
ン
ベ
伝
い
の 

あ
の
景
色 

跳
ね
て
踊
っ
て 

ス
ス
イ
ト
ネ 

踊
っ
て
池
田
へ 

ど
ん
と
き
た 

ソ
レ 

手
拍
子
そ
ろ
え
て 

ヤ
レ
コ
ノ
ド
ッ
コ
イ 

あ
き
あ
じ
祭
り
だ 

エ
ン
ヤ
サ
ヨ
イ
ヨ
イ 

三
、
鮭
は
し
ろ
が
ね 

稲
穂
は
こ
が
ね 

ヨ 

お
ど
る
千
代
田
の 

河
原
月 

人
の
な
さ
け
で 
ス
ス
イ
ト
ネ 

情
け
で
育
っ
て 
ド
ン
ト
キ
タ 

ソ
レ 

手
拍
子
そ
ろ
え
て 
ヤ
レ
コ
ノ
ド
ッ
コ
イ 

あ
き
あ
じ
祭
り
だ 

エ
ン
ヤ
サ
ヨ
イ
ヨ
イ 

 

十
勝
ワ
イ
ン
で
知
ら
れ
る
池
田
町
の
も
う
一
つ

の
名
物
は
、
十
勝
川
千
代
田
え
ん
堤
下
に
お
け
る

あ
き
あ
じ(

鮭)

の
捕
獲
。
現
在
の
あ
き
あ
じ
音
頭

は
昭
和
四
三
年
に
吹
き
込
ま
れ
た
。
艪
を
こ
ぐ
動

作
を
採
り
入
れ
た
特
徴
あ
る
振
付
け
で
、
民
踊
の

全
国
大
会
で
も
よ
く
踊
ら
れ
て
い
る
。 

ふ
る
さ
と
銀
河
線
各
駅
紹
介 

 

池
田 

明
治
三
七
年
一
二
月
一
五
日
開
業
。
Ｊ
Ｒ
根
室

本
線
の
接
続
駅
。
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
の
窓
口
は
な
い
た
め
、

乗
車
券
は
自
動
券
売
機
で
購
入
す
る
。
改
札
口
は
Ｊ
Ｒ
と

共
用
し
て
い
る
。 

様
舞 

酪
農
地
帯
の
中
に
小
さ
な
待
合
室
と
板
張
り
の

ホ
ー
ム
が
あ
る
だ
け
の
駅
。
極
め
て
開
放
的
な
駅
前
風
景

が
印
象
的
。
ふ
る
さ
と
銀
河
線
の
中
で
も
と
り
わ
け
利
用

者
が
少
な
い
駅
で
あ
る
。 

高
島 

駅
本
屋
、
ホ
ー
ム
待
合
室
、
危
険
品
庫
、
便
所

な
ど
古
い
建
物
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
平
成
一
〇
年

四
月
無
人
化
。
周
辺
は
比
較
的
大
き
な
市
街
地
で
、
高
校

生
の
利
用
が
多
い
。 

大
森 

も
と
仮
乗
降
場
で
、
待
合
室
も
な
い
小
さ
な
駅
。

ホ
ー
ム
の
発
車
時
刻
表
は
国
鉄
時
代
の
駅
名
標
を
転
用

し
て
い
る
。
駅
裏
に
は
道
東
自
動
車
道
が
走
っ
て
い
る
。 

勇
足 

貫
禄
あ
る
駅
前
風
景
で
、
典
型
的
な
農
村
集
落

と
い
っ
た
趣
で
あ
る
。
天
気
が
良
け
れ
ば
北
見
方
面
に
雌

阿
寒
岳
を
望
む
。
駅
舎
は
平
成
五
年
一
一
月
竣
工
。
駅
名

は
ア
イ
ヌ
語
の
エ
サ
ン
ビ
タ
ラ(

突
き
出
た
川
原
の
意)

に

由
来
す
る
。 

南
本
別 

駅
前
す
ぐ
に
北
海
道
糖
業
本
別
工
場
が
あ
り
、

も
と
も
と
工
場
の
従
業
員
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
駅
。
周

辺
に
人
家
は
な
く
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。 

岡
女
堂 

平
成
七
年
九
月
四
日
、
甘
納
豆
メ
ー
カ
ー
の
岡

女
堂
が
建
設
費
の
全
額
を
負
担
し
て
新
た
に
設
置
し
た

駅
。
駅
に
隣
接
し
て
甘
納
豆
の
売
店
、
豆
神
社
、
豆
ド
ー

ム
神
戸
村
な
ど
が
あ
る
。
列
車
が
到
着
す
る
と
音
楽
が
流

れ
て
く
る
。 

（北海道観光大全編 http://www.onitoge.org/）

附：ふるさと銀河線ダイヤグラム・年表

※
各
年
の
人
口
は
国
勢
調
査
に
よ
る 

作
詞 

お
ば
ら
し
ろ
う 

作
曲 

渋
谷
み
の
る 



本
別
町 

人
口 

大
正
一
四
年 

 
 

九
、
〇
八
八
人 

昭
和
三
五
年 

 

一
七
、
〇
一
四
人 

平
成
一
七
年 

 
 

九
、
〇
七
二
人 

本
別
餅
つ
き
唄 

一
、
春
は
祭
り
の 

紫
つ
つ
じ 

ハ
ー
ヨ
イ
シ
ョ 

コ
ラ
ド
ッ
コ
イ
ヨ
イ
ト
ナ 

（
囃
子
以
下
同
じ
） 

あ
の
娘
あ
い
ど
り 

草
餅
つ
け
ば 

家
中
街
中
が 

出
て
は
や
す 

二
、
搗
き
手 

唄
い
手 

お
や
じ
仕
込
み
の 

開
拓
餅
よ 

昔
ば
な
し
も 

搗
き
ま
ぜ
る 

三
、
色
香
ほ
ん
の
り 

美
里
別
川
の 

水
を
う
つ
し
た 

稲
キ
ビ
餅
よ 

生
ま
れ
勇
足 

肌
の
よ
さ 

四
、
搗
き
に
き
た
か
や 

仙
美
里
む
す
め 

ま
め
で
達
者
は 

黒
豆
餅
よ 

ビ
ー
ト
豊
年 

駒
お
ど
り 

五
、
牛
も
寝
に
つ
く 

十
勝
の
冬
は 

餅
を
焼
き
つ
く 

開
拓
ば
な
し 

夢
も
ふ
く
ら
む 

本
別
峡 

昭
和
四
八
年
制
作
。
明
る
い
歌
詞
の
中
に
も
米
の

餅
が
出
て
き
て
い
な
い
あ
た
り
に
開
拓
時
代
の

労
苦
が
偲
ば
れ
る
。
紫
つ
つ
じ
の
名
所
は
義
経
山

の
麓
に
広
が
る
本
別
公
園
。
こ
こ
を
奥
に
進
め
ば

幽
仙
峡
を
経
て
ウ
コ
タ
キ
ヌ
プ
リ
に
至
る
。
天
か

ら
鹿
が
下
る
山
だ
と
い
い
、
ア
イ
ヌ
は
猟
に
出
る

と
き
必
ず
こ
の
山
に
イ
ナ
ウ
を
捧
げ
た
と
い
う
。 

足
寄
町 

人
口 

大
正
一
四
年 

 
 

九
、
三
六
一
人 

昭
和
三
五
年 

 

一
九
、
三
八
五
人 

平
成
一
七
年 

 
 

八
、
三
一
五
人 

西
足
寄
小
唄 

一
、
春
は
賑
わ
う
常
盤
台 

花
の
影
さ
す
観
音
堂 

か
す
む
神
社
の
鳥
居
も
高
く 

希
望
輝
く 

西
足
寄 

ト
コ
サ
イ
サ
イ 

ア
レ
ワ
イ
サ
ノ
サ
西
足
寄 

二
、
豊
受
稲
荷
に
願
か
け
て 

利
別
河
原
の
夕
涼
み 

誰
を
待
つ
身
か 

両
国
橋
の 

袂
恥
か
し 

月
明
か
り 

ト
コ
サ
イ
サ
イ 

ア
レ
ワ
イ
サ
ノ
サ
月
明
り 

三
、
ち
ょ
い
と
ド
ラ
イ
ブ 

富
士
見
台 

坂
は
四
十
と
七
曲
り 

青
葉
若
葉
に 

山
女
が
踊
り
ゃ 

芽
登
温
泉 

ほ
の
ぼ
の
と 

ト
コ
サ
イ
サ
イ 

ア
レ
ワ
イ
サ
ノ
サ
ほ
の
ぼ
の
と 

四
、
阿
寒
火
の
山 

恋
の
山 

し
ず
む
マ
リ
モ
に 

謎
秘
め
て 

仰
ぐ
峰
々 
燃
え
立
つ
紅
葉 

湖
畔
湯
の
町 
夢
の
町 

ト
コ
サ
イ
サ
イ 
ア
レ
ワ
イ
サ
ノ
サ
夢
の
町 

五
、
根
雪
輝
く 

街
の
灯
に 

木
材
の
香
な
つ
か
し 

貯
木
場 

巡
る
名
所
の 

数
々
よ
り
も 

豆
の
足
寄
は 

日
本
一 

ト
コ
サ
イ
サ
イ 

ア
レ
ワ
イ
サ
ノ
サ
日
本
一 

 

昭
和
二
七
年
公
募
に
よ
り
選
定
。
当
時
、
駅
の
東

方
七
〇
〇
ｍ
の
両
国
橋
で
十
勝
国
中
川
郡
西
足

寄
町
と
釧
路
国
足
寄
郡
足
寄
村
が
境
を
接
し
て

い
た
。
一
方
の
旧
足
寄
村
は
ラ
ワ
ン
蕗
や
オ
ン
ネ

ト
ー
で
知
ら
れ
た
。
昭
和
三
〇
年
合
併
。 

本
別 

有
人
駅
。
駅
舎
は
平
成
三
年
九
月
、
北
斗
七
星

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
ス
テ
ラ
プ
ラ
ザ
」
に
建
て
替
え
ら
れ

た
。
内
部
に
は
お
土
産
屋
や
郵
便
局
が
あ
る
が
、
レ
ス
ト

ラ
ン
は
営
業
を
休
止
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
は
旧
来
の
ま
ま

で
、
古
い
木
造
の
跨
線
橋
が
残
っ
て
い
る
。 

仙
美
里 

勇
足
と
よ
く
似
た
形
の
駅
舎
。
平
成
四
年
一
二

月
の
竣
工
。
駅
前
は
小
さ
な
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。 

足
寄 

有
人
駅
。
駅
舎
は
平
成
七
年
二
月
に
竣
工
し
た

「
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル21

」。
道
の
駅
に
も
指
定
さ
れ

て
お
り
、
物
産
館
、
松
山
千
春
コ
ー
ナ
ー(

二
階)

、
展
望

塔(

九
階)

な
ど
が
あ
る
。 

愛
冠 

縁
起
の
よ
い
駅
名
の
た
め
入
場
券
を
求
め
に
訪

れ
る
人
が
多
く
、
国
鉄
時
代
に
王
冠
型
の
駅
舎
や
愛
の
泉

が
整
備
さ
れ
た
。
駅
前
に
架
か
る
橋
は

W
edding 

B
ridge

と
い
う
。
待
合
室
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
注
目
。 

西
一
線 

待
合
室
は
こ
こ
独
特
の
も
の
で
味
わ
い
深
い
。

ト
イ
レ
は
凄
絶
で
用
を
足
す
に
は
勇
気
が
必
要
。 

塩
幌 

国
道
か
ら
細
い
道
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、

外
界
と
隔
絶
さ
れ
て
い
る
。
駅
の
ま
わ
り
に
は
廃
牧
場
が

一
軒
あ
る
の
み
。
駅
か
ら
国
道
を
ま
た
い
で
ま
っ
す
ぐ
延

び
る
道
道
清
水
谷
足
寄
線
は
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
、

起
伏
に
富
ん
だ
素
晴
ら
し
い
酪
農
景
観
が
展
開
す
る
。 

上
利
別 

昭
和
一
〇
年
築
の
古
い
駅
舎
の
内
外
に
足
寄
高

校
美
術
部
が
絵
を
描
い
て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｃ
化
に
よ
り
平
成

九
年
三
月
無
人
化
。
交
換
設
備
を
有
す
る
が
、
定
期
列
車

同
士
の
交
換
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
待
合
室
で
は
廃
線
を

惜
し
む
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
駅
前
風
景
は
時
間
が
止

ま
っ
た
か
の
よ
う
。 

笹
森 

国
鉄
時
代
は
仮
乗
降
場
だ
っ
た
駅
。
池
田
側
の

小
屋
の
中
に
駅
ノ
ー
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。 

作
詞 

佐
々
城
楡
夫 

作
曲 

景
山 

斉 

作
詞 

渡
辺
る
い
と 

作
曲 

平
川
浪
竜 

(

西
足
寄
村
、 

足
寄
村
を
含
む) 



英
傑
カ
ネ
ラ
ン 

十
勝
淕
別
に
カ
ネ
ラ
ン
と
い
う
偉
い
酋
長
が
い
た
。

雷
の
子
孫
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
こ
の
人
が
歩
く
と
、

い
つ
も
そ
の
上
を
雷
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
な
っ
て
つ
い
て
歩
い

た
。
そ
の
為
に
、
山
狩
に
行
っ
て
も
、
雷
の
音
が
激
し

い
為
に
、
熊
で
も
鹿
で
も
皆
逃
げ
て
し
ま
っ
て
獲
物

を
と
る
の
に
困
っ
た
。 

或
る
時
の
こ
と
山
狩
に
行
く
と
、
大
き
な
熊
の
足

跡
を
発
見
し
て
追
っ
て
行
く
と
、
相
変
ら
ず
雷
が
大

き
く
な
る
の
で
熊
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
カ
ネ
ラ

ン
は
ガ
ッ
カ
リ
し
て
、
こ
ん
な
大
き
な
熊
を
と
っ
た
ら

部
落
の
人
達
が
ど
ん
な
に
喜
ぶ
だ
ろ
う
に
と
嘆
い
て

い
る
と
、
目
の
前
に
霧
が
風
に
巻
か
れ
て
お
ち
て
来

て
、
そ
の
中
か
ら
何
か
光
る
も
の
が
踊
る
よ
う
に
動

い
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
頭
に
角
の
あ
る
蛇
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
川
の
中
へ
お
ち
て
、
パ
タ
ン
パ
タ

ン
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
着
て
い
た
着
物
を
脱
い
で

か
ぶ
せ
て
押
え
、
そ
れ
を
持
っ
て
歩
き
な
が
ら
こ
ん
な

も
の
は
い
ら
な
い
か
ら
、
先
刻
の
熊
を
さ
ず
け
て
呉

れ
れ
ば
よ
い
の
に
と
独
言
を
言
い
な
が
ら
行
く
と
、

先
に
逃
げ
た
熊
が
行
先
に
居
眠
り
を
し
て
い
る
の
を

見
つ
け
た
の
で
、
風
下
に
ま
わ
っ
て
忍
ん
で
ゆ
き
射
殺

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
天
か
ら
落
ち
て
き
た

も
の
を
猟
の
守
神
と
し
箱
の
中
に
入
れ
て
、
家
の
者

に
も
仲
間
の
者
に
も
見
せ
な
い
で
納
っ
て
置
い
た
が
、

そ
れ
か
ら
は
運
が
よ
く
て
、
北
見
に
も
十
勝
に
も
な

い
長
老
に
な
っ
た
。
カ
ネ
ラ
ン
と
い
う
名
は
、
神
様
が

天
か
ら
さ
ず
け
も
の
を
下
し
て
運
が
よ
く
な
っ
た
の

で
、
カ
ム
イ
ラ
ン(

神
様
が
下
る)

と
い
う
の
が
カ
ネ
ラ

ン
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。 

カ
ネ
ラ
ン
の
砦
は
淕
別
川
が
利
別
川
に
合
流
す
る

少
し
上
の
、
ウ

ン
ナ
イ
と
い
う
支
流
の
落
口
に
あ

る
も
の
で
、
こ
こ
に
砦
を
つ
く
っ
て
ウ

ン
ナ
イ
を
つ

た
っ
て
厚
岸
の
方
か
ら
山
越
し
て
来
る
、
厚
岸
軍
を

迎
え
撃
っ
て
破
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
尚
淕
別
の

関
神
社
の
あ
る
砦
は
、
厚
岸
軍
の
築
い
た
砦
で
あ
っ

て
、

ル
ケ
ス
ッ
ク
と
い
う
者
が
カ
ネ
ラ
ン
を
こ
こ
か

ら
攻
め
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
者
は
後
に
阿
寒
の

舌
辛
で
、
日
本
人
と
酒
を
の
ん
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
が
、

腹
を
裂
い
て
み
た
ら
心
臓
が
石
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

尚
カ
ネ
ラ
ン
は
も
と
北
見
の
藻
琴
の
人
で
、
兄
弟

三
人
で
北
見
か
ら
山
越
を
し
て
淕
別
に
来
た
が
、
そ

の
年
は
寄
生
木
を
食
う
ほ
ど
の
飢
饉
の
年
で
あ
っ
た

の
で
、
弟
二
人
は
阿
寒
の
方
に
行
き
、
カ
ネ
ラ
ン
一

人
が
淕
別
に
残
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。 

『
北
海
道
の
傳
説
』(

更
科
源
蔵
・
渡
辺

茂
編
著
、
柏
葉
書
院
、
一
九
五
二)

よ
り 
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陸
別
町 

人
口 

大
正
一
四
年 

 

五
、
七
七
六
人 

昭
和
三
五
年 

 

八
、
五
一
二
人 

平
成
一
七
年 

 

二
、
九
五
六
人 

陸
別
木
や
り
音
頭 

一
、
山
は
緑
に 

陽
は
映
え
て 

お
の
で
拓
い
た 

り
く
ん
べ
つ 

栗
毛
の
鈴
と
か
け
声
で 

キ
ン
ゴ
ー
丸
太
も 

切
り
出
さ
る 

ヤ
ン
サ
ノ
コ
レ
ワ
イ
サ 

ヨ
イ
ト
コ
シ
ョ
ウ
ダ 

ヤ
ン
サ
ノ
コ
レ
ワ
イ
サ 

ヨ
イ
ト
コ
シ
ョ
ウ
ダ 

二
、
く
ん
ね
の
川
を 

下
り
ゆ
く 

に
お
う
木
の
香
や 

風
に
の
り 

ト
ビ
の
船
頭
に
あ
や
つ
ら
れ 

下
る
山
幸 

流
れ
ゆ
く 

ヤ
ン
サ
ノ
コ
レ
ワ
イ
サ 

ヨ
イ
ト
コ
シ
ョ
ウ
ダ 

ヤ
ン
サ
ノ
コ
レ
ワ
イ
サ 

ヨ
イ
ト
コ
シ
ョ
ウ
ダ 

三
、
丸
太
置
場
の 

え
ぞ
松
も 

木
や
り
音
頭
で 

く
ず
れ
ゆ
く 

台
車
づ
み
の
か
け
声
も 

さ
え
て
街
な
か 

こ
だ
ま
す
る 

ヤ
ン
サ
ノ
コ
レ
ワ
イ
サ 

ヨ
イ
ト
コ
シ
ョ
ウ
ダ 

ヤ
ン
サ
ノ
コ
レ
ワ
イ
サ 

ヨ
イ
ト
コ
シ
ョ
ウ
ダ 

 

陸
別
は
木
の
町
で
大
正
の
末
か
ら
昭
和
四
一
年

に
か
け
て
八
〇
㎞
以
上
の
森
林
鉄
道
が
敷
か
れ

た
。
昭
和
四
六
年
に
創
作
さ
れ
た
郷
土
芸
能
「
え

ぞ
木
や
り
」
は
こ
こ
数
年
活
動
が
途
絶
え
て
い
る

が
復
活
の
兆
し
も
あ
る
と
い
う
。
過
疎
化
は
著
し

い
が
、
「
し
ば
れ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
「
銀
河

の
森
」
で
ひ
と
き
わ
輝
く
美
し
い
山
村
で
あ
る
。 

置
戸
町 

人
口 

大
正
一
四
年 

 
 

七
、
九
〇
七
人 

昭
和
三
五
年 

 

一
二
、
五
六
二
人 

平
成
一
七
年 

 
 

三
、
六
九
九
人 

置
戸
音
頭 

一
、
置
戸
木
の
国 

数
あ
る
中
で 

ヨ
イ
ヨ
イ 

月
の
見
と
れ
る 

ヤ
レ
ソ
レ
ナ 

月
の
見
と
れ
る 

木
も
ご
ざ
る 

ヨ
ウ
イ
ナ
ッ
ソ
レ 

ヤ
レ
ソ
レ
ナ 

ヤ
ア
レ 

ヨ
ッ
ソ
レ 

ヨ
ウ
イ
ト
ナ 

ソ
レ
ヤ
レ
ソ
レ
ナ 

二
、
筏
流
し
は 

深
山
の
花
を 

の
せ
て
早
瀬
の 

ヤ
レ
ソ
レ
ナ 

乗
せ
て
早
瀬
の 

瀬
を
下
る 

ヨ
ウ
イ
ナ
ッ
ソ
レ 

ヤ
レ
ソ
レ
ナ 

ヤ
ア
レ 

ヨ
ッ
ソ
レ 

ヨ
ウ
イ
ト
ナ 

ソ
レ
ヤ
レ
ソ
レ
ナ 

三
、
ピ
リ
リ
ほ
ど
よ
く 

野
わ
さ
び
お
ろ
し 

誰
に
ま
こ
と
を 

ヤ
レ
ソ
レ
ナ 

誰
に
ま
こ
と
を 
き
か
そ
や
ら 

ヨ
ウ
イ
ナ
ッ
ソ
レ 
ヤ
レ
ソ
レ
ナ 

ヤ
ア
レ 

ヨ
ッ
ソ
レ 
ヨ
ウ
イ
ト
ナ 

ソ
レ
ヤ
レ
ソ
レ
ナ 

 

網
走
本
線
が
開
通
す
る
と
「
置
戸
木
の
町
」
と
し

て
全
道
に
名
を
馳
せ
、
最
盛
期
に
は
町
内
に
七
〇

㎞
以
上
の
森
林
鉄
道
が
敷
か
れ
た
。
利
尻
生
ま
れ

の
作
詞
家
・
時
雨
音
羽
が
手
が
け
た
こ
の
音
頭
は
、

い
ま
も
盆
踊
り
で
踊
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。 

大
誉
地 

も
と
交
換
可
能
駅
で
島
式
の
ホ
ー
ム
に
古
い
待

合
室
が
残
る
。
駅
舎
も
旧
来
の
ま
ま
。 

薫
別 

待
合
室
の
華
奢
な
ベ
ン
チ
が
印
象
的
で
、
鉄
道

フ
ァ
ン
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
駅
で
あ
る
。 

陸
別 

有
人
駅
。
駅
舎
は
平
成
五
年
二
月
「
オ
ー
ロ
ラ

タ
ウ
ン93

」
に
改
築
さ
れ
た
。
道
の
駅
に
も
指
定
さ
れ
、

関
寛
斎
資
料
館
、
宿
泊
施
設
を
併
設
し
て
い
る
。 

分
線 

利
用
者
が
少
な
い
な
が
ら
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の

待
合
室
は
暖
か
み
が
あ
り
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
は
人
気
が
あ

る
。
分
線
駅
と
川
上
駅
の
間
は
徒
歩
で
移
動
す
る
旅
行
者

が
多
い
。 

川
上 

利
用
者
が
い
な
い
た
め
一
時
は
廃
駅
と
な
る
計

画
も
あ
っ
た
が
、
大
正
九
年
開
業
当
初
の
木
造
駅
舎
が
そ

の
ま
ま
残
る
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
旅
行
者
の
間
で
人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
。
待
合
室
に
は
駅
の
歴
史
を
紹
介
す
る

展
示
が
あ
る
。 

小
利
別 

ふ
る
さ
と
銀
河
線
発
足
後
、
駅
舎
改
築
の
第
一

弾
と
し
て
平
成
二
年
一
二
月
に
現
駅
舎
が
完
成
。
小
利
別

は
道
内
で
最
も
寒
い
と
こ
ろ
の
一
つ
で
マ
イ
ナ
ス
四

〇
℃
近
く
ま
で
下
が
る
こ
と
も
あ
る
。 

置
戸 

有
人
駅
。
駅
舎
の
「
お
け
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
ぽ
っ
ぽ
」
は
平
成
八
年
一
一
月
に
完
成
。 

豊
住 

畑
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
あ
る
無
人
駅
で
、
開
放
感

は
線
内
随
一
。
ホ
ー
ム
は
通
学
列
車
に
対
応
す
る
た
め
の

延
長
工
事
で
板
張
り
＋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
＋
枕
木
敷
き
の

三
段
構
造
に
な
っ
て
い
る
。 

境
野 

も
と
交
換
可
能
駅
で
、
大
正
一
一
年
開
業
当
時

か
ら
の
駅
舎
に
は
「
食
事
と
コ
ー
ヒ
ー
の
店
・
ま
く
ら
ぎ
」

が
営
業
し
て
い
た
が
平
成
一
八
年
三
月
五
日
を
も
っ
て

閉
店
し
た
。 

作
詞 

時
雨
音
羽 

作
曲 

田
村
し
げ
る 

作
詞 

斉
藤
省
三 

作
曲 

川
岸
新
一 



訓
子
府
町 

人
口 

大
正
一
四
年 

 
 

六
、
一
〇
三
人 

昭
和
三
五
年 

 

一
〇
、
六
四
四
人 

平
成
一
七
年 

 
 

五
、
九
八
一
人 

訓
子
府
小
唄 

一
、
温
む
流
れ
よ 

芽
を
吹
く
に
れ
よ 

昔
偲
ば
す 

社
の
も
り
に 

春
は
お
ぼ
ろ
の 

月
も
で
る 

あ
あ
訓
子
府 

詩
の
町 

詩
の
町 

二
、
招
く
深
山
よ 

君
よ
ぶ
湖
よ 

今
日
も
夏
空 

旅
ゆ
く
人
の 

ふ
き
の
日
傘
の 

せ
み
時
雨 

あ
あ
訓
子
府 

旅
の
町 

旅
の
町 

三
、
丘
の
牧
場
よ 

草
は
む
駒
よ 

赤
い
サ
イ
ロ
に 

カ
ッ
タ
が
鳴
れ
ば 

秋
の
日
和
の 

紅
と
ん
ぼ 

あ
あ
訓
子
府 

稔
る
町 

稔
る
町 

四
、
匂
う
冬
陽
よ 

薬
の
草
よ 

夜
長
が
一
夜
さ 

籾
す
る
頃
は 

ビ
ー
ト
畑
に 

雪
も
く
る 

あ
あ
訓
子
府 

幸
の
町 

幸
の
町 

 

詩
情
豊
か
に
美
し
い
農
村
風
景
を
描
く
。
酪
農
や

ビ
ー
ト
に
加
え
て
、
米
の
生
産
調
整
以
降
は
玉
ね

ぎ
や
メ
ロ
ン
の
一
大
産
地
と
な
り
、
車
窓
に
も
大

き
な
農
作
物
の
倉
庫
が
見
え
る
。
君
よ
ぶ
湖
と
は

チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
長
津
義
司

は
三
波
春
夫
の
歌
謡
浪
曲
で
知
ら
れ
る
作
曲
家
。 

北
見
市 

人
口 

大
正
一
四
年 

 
 

二
七
、
三
九
六
人 

昭
和
三
五
年 

 
 

六
六
、
九
三
二
人 

平
成
一
七
年 

 

一
一
〇
、
五
九
四
人 

北
見
お
ど
り 

一
、
ハ
ア
ー 

 
 

大
雪
越
え
り
ゃ 

か
ら
り
と
晴
れ
て
ヨ 

 
 

薄
荷
の
匂
い
に 

薄
荷
の
匂
い
に 

 
 

ひ
ば
り
も
む
せ
る
の
さ 

 
 

ハ
ア 

ド
ッ
テ
ン
コ
イ
タ 

ド
ッ
テ
ン
コ
イ
タ 

 
 

ど
ん
と
こ
い
こ
い 

ど
ん
と
こ
い 

 
 

北
見
よ
い
と
こ 

ど
ん
と
こ
い 

 
 

（
か
け
声
、
囃
子
以
下
同
じ
） 

二
、
ハ
ア
ー 

 
 

オ
ホ
ー
ツ
ク
座
敷
に
ゃ 

常
呂
の
流
れ
ヨ 

 
 

あ
き
あ
じ
顔
出
し
て 

あ
き
あ
じ
顔
出
し
て 

 
 
マ
ン
ボ
を
踊
る
と
さ 

三
、
ハ
ア
ー 
 

 

北
見
が
丘
は 

く
れ
な
い
化
粧
ヨ 

 
 

山
の
お
や
じ
は 

山
の
お
や
じ
は 

 
 

ぶ
ど
う
狩
り
だ
と
さ 

四
、
ハ
ア
ー 

 
 

サ
ハ
リ
ン
風
が 
一
吹
き
荒
れ
り
ゃ
ヨ 

 
 

咲
い
た
樹
氷
で 
咲
い
た
樹
氷
で 

 
 

花
見
と
し
ゃ
れ
る
と
さ 

 

昭
和
四
三
年
、
そ
れ
ま
で
の
「
新
北
見
音
頭
」
に

代
わ
り
、
夏
ま
つ
り
の
舞
踊
パ
レ
ー
ド
用
と
し
て

制
作
。
「
大
雪
越
え
り
ゃ
か
ら
り
と
晴
れ
て
ヨ
」

の
歌
い
出
し
の
と
お
り
、
北
見
市
は
年
間
を
通
じ

て
日
照
率
の
高
い
都
市
で
あ
る
。
か
つ
て
は
世
界

的
な
薄
荷(

ハ
ッ
カ)

の
産
地
だ
っ
た
。「
ど
っ
て
ん

こ
い
た
」
は
方
言
で
「
驚
い
た
」
の
意
味
。

西
訓
子
府 

典
型
的
な
無
人
駅
で
、
周
辺
に
人
家
は
な
い
。 

西
富 

最
近
待
合
室
が
扉
付
き
の
小
屋
に
な
っ
た
。 

訓
子
府 

有
人
駅
。
駅
舎
は
平
成
一
二
年
一
一
月
竣
工
の

「
く
る
・
ネ
ッ
プ
」
。
線
内
で
は
最
も
乗
降
客
の
多
い
駅

で
、
堂
々
と
し
た
駅
前
通
り
を
持
つ
。 

穂
波 

赤
い
屋
根
の
待
合
室
を
持
つ
が
、
ホ
ー
ム
か
ら

待
合
室
に
入
る
こ
と
は
困
難
。
駅
名
の
と
お
り
周
辺
は
水

田
が
多
く
、
う
る
ち
米
の
栽
培
も
可
能
で
あ
る
。 

日
ノ
出 

駅
舎
は
平
成
一
〇
年
一
一
月
に
完
成
。
元
旦
に

は
初
日
の
出
を
拝
む
人
た
ち
が
集
う
と
い
う
。 

広
郷 

周
辺
は
玉
ね
ぎ
の
大
産
地
。
水
は
け
の
悪
い
待

合
室
は
撤
去
さ
れ
た
。 

上
常
呂 

駅
舎
の
「
上
と
こ
ろ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」

は
市
役
所
の
支
所
を
併
設
し
、
市
営
住
宅
に
直
結
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
待
合
室
は
夜
間
・
早
朝
閉
鎖
さ
れ
る
。 

北
光
社 

北
光
社
は
北
見
開
拓
の
祖
と
な
っ
た
高
知
県
出

身
者
に
よ
る
移
民
団
体
。
駅
の
近
く
に
は
北
海
学
園
北
見

大
学
が
あ
り
、
学
生
の
利
用
が
多
か
っ
た
。 

北
見 

明
治
四
四
年
九
月
二
五
日
開
業
。
Ｊ
Ｒ
石
北
本

線
の
接
続
駅
。
下
車
す
る
と
き
は
車
内
で
運
賃
を
支
払
い
、

精
算
済
証
明
書
を
受
け
取
る
。
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
の
窓
口

は
な
く
、
改
札
口
は
Ｊ
Ｒ
と
共
用
し
て
い
る
。 

主
要
参
考
文
献 

・
『北
海
道
の
う
た
』(

重
森
直
樹
編
著
、
北
海
道
の
う
た
刊
行
会
、
一
九
七
二) 

・
『
十
勝
地
方
の
民
謡
』(

北
海
道
教
育
庁
十
勝
教
育
局
、
一
九
八
九) 

・
『
史
稿
№
二
六 

網
走
本
線
か
ら
池
北
線
そ
し
て
ふ
る
さ
と
銀
河
線
へ
』(

熊
谷

祐
三
著
、
北
見
市
史
編
さ
ん
事
務
室
、
二
〇
〇
五) 

・
『北
の
銀
河
鉄
道
』(

佐
藤
正
之
著
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六) 

・
「
北
海
道
の
文
化
７
４
号
」(

北
海
道
文
化
財
保
護
協
会
、
二
〇
〇
二)

北
見
お
ど
り
作
定
委
員
会
選
定 

編
曲 

市
川
昭
介 

(

相
内
村
含
む) 

作
詩 

大
塚
み
つ
る 

作
曲 

松
田
喜
一 

編
曲 

長
津
義
司 



網走本線・池北線 

ふるさと銀河線 

年  表 

M40.3 池田－網走間の鉄道建
設工事に着手 

M43.9.22 池田－淕別間開通 
M44.9.25 池田－野付牛間開通 
T 元.10.5 網走本線全線開通 
S7.10.1 石北線全通 
S30.8.20 北見－置戸間にレール

バス投入 
S36.4.1 路線名を網走本線から

池北線に改称 
S37.8 根室本線狩勝信号場－

新内間災害により札幌
－帯広間の列車が池北
線経由で運転される 

S37.10.1 準急「第 1 池北」「第 2 池北」設定 
S41.3.5 準急を急行「池北」に格上げ 
S46.7.1 陸別発着の急行「池北」廃止 
S55.10.1 急行「池北」廃止 
S57.11.22 第 2 次特定地方交通線に選定 
S63.11.14 第 4 回池北線特定地方交通線対策協

議会会議において第 3 セクターでの
鉄路存続を決定 

H 元.1.20 路線名を「ふるさと銀河線」に決定 
H 元.2.28 ちほく高原鉄道株式会社発足 
H 元.6.4 ふるさと銀河線開業 
H 元.8.6 ワンマン運転開始 
H 元.10.16 ふるさと銀河線友の会発足 
H2.6.2 開業 1 周年記念一日フリーきっぷ発

売，初代星娘誕生 
H3.4.28 「お買物割引きっぷ」発売開始(H5

年 10 月で廃止) 
H3.7.21 ふるさと銀河線一日フリーきっぷ発

売(8/20 まで)，ふるさと銀河線まつ
り開催(以降，毎年沿線市町持ち回り
で開催) 

H4.9.23 友情列車「ひまわり号」運転(以降，
毎年運転) 

H6.3.1 銀河 GOGO 往復割引きっぷ発売 

H7.9.1 運賃改定(平均 22.7％値上げ) 
H7.12.20 北見～置戸間で CTC 使用開始 
H8.7 鉄建公団がふるさと銀河線を利用し

た札幌－北見間の高速化について試
算。新聞・雑誌で紹介され話題に 

H9.9.9 レール＆ウォーク銀河鉄道 999開催
(以降，毎年開催) 

H9.11.1 CTC 装置全線使用開始 
H12.2 ふるさと銀河線経営改善計画策定

(様舞駅，薫別駅，川上駅の廃止が計
画されるが実現せず) 

H12.9.1 有人駅の窓口が土・日・祝日休業に 
H13.4.1 運賃改定(平均 10.1％値上げ) 
H13.7.30 SL 銀河号運転(8/5 まで) 
H14.7.27 「夏休み発見の旅きっぷ」発売(8/11

まで。中学生 200 円，小学生 100 円
で 1 日乗り放題，発売実績 1345 枚) 

H14.10.13 銀河ｵﾎｰﾂｸ号運転(キハ 183 国鉄色) 
H14.11.2 松本零士デザインラッピング車両

「999 イエロー＆ホワイト号」登場 
H15.3.29 ふるさと銀河線関係者協議会設置

(以降 H17.3.27 まで 13 回開催). 
H17.3.27 取締役会にて，銀河線の廃止を決議 
H17.4.21 北海道運輸局長に廃止届を提出 

創立満二十五周年記念北海タイムス附録「日本鐵道全圖」(1926.5)


